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1. シュミットの正規直交化法を用いて，次の R4のベクトルを正規直交化せよ．
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としたとき，X が張る（ベクトル部分）空間を S = span(X)と呼ぶ．このとき，Sの直交補空
間 S⊥と S⊥の次元を求めよ．

3. X ⊆ Rnとする．

(i) span(X)の定義を書け．

(ii) ΩをXを含む全てのRmのベクトル部分空間の集まりとする．上記の定義を用いて span(X) =∩
S∈Ω

Sを証明せよ．

(iii) X = {a1,a2, . . . ,an}のとき，span(X) =

{
n∑

i=1

λiai | λi ∈ R (i = 1, 2, . . . , n)

}
を証明

せよ．
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